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臨 床 見 学 評 価 実 習 臨 床
実 習実習目的 早期臨床体験 評価の手順理解と模倣学習 評価～治療の実践体
験と模倣学習実習時期 1年時早期,以後適宜 2(3)
年時後半 最終学年実習時間 1か所につき半日～1日 1領域につき2週間程度 1領域につき6-9週間程度で,
全体で
810時間 (指定規則)1000時
間 (WFOTミニマムスタンダード)実習領域 偏りなく主な領域 (身体障害, 医療施設を中心に2
-3領域 医療施設を中心に2-3領域 (医精神障害,発達障害,保健福 療機関以外の施設におい


































身体障害 5(50) 6(60) 10(10
0 )精神障害 3(30) 1 (10 ) 3
(30)発達











































医 系 専 門 教 官
合 計教 授 助教授 講
師 助 手育 9(53) 4(36) 5(36) 4(57) ll(41)
33(64)無 8(47) 7(64) 9(64) 3(43) 16(56) 4 56
17 11 14 7 27 76表4 大学病院における臨床への関与部門
単位 :名 (%)医 系 専 門 合 計精 神 科 6(67) 4(17) 10(30)
神 経 内 科 2(
22) 2耳 鼻 咽 喉 科 1 1小 児 l l
リ-ビリテ-シヨン部 10(42)
10(42) 10(30)理 学 療 法 部 門 1 4 17 5 15
作 業 療 法 部 門 3(13) 3(9)
精 神 科 デ イ ケ ア 1 1
9 24 33表5 大学病院における臨床への
関与時の身分 単位 :名
医 系 専 門 教 官
合 計教 授 助教
授 講 師 助 手a 8 3 5 2
10 28b 0 0 1 1 0 2C 1 2
4末 記 入 1 1 1 1 1複数回




医 系 専 門 教 官
合 計教 授 助教授 講
師 助 手有 1 1
5 1 4 12無 8 3 0 3 7 21








単位 :名医 系 専 門 教 官 合 計
教 授 助教授 講 師 助 手
① 3 1 3 1 1 9
② 1 1 3 0 5
10③ 4
4 1 2 11 22末 記 入 (1) ()
8 6 7 3 17 41①必要としていな






























医 系 専 門 教 官
合 計教 授 助教授 講
師 助 手有 13(76) 7(64) 13(93) 5(71) 25(93)
63(83)無 4(24) 4(36) 1(7) 2(24) 2(7) 1 17
























































































































































































































































































































終 わ り に
作業療法士の高度専門職としての育成にあたっ
ては,学生 ･院生の教育や研究,教官自身の臨
床の場として身近な大学病院との連携が望まし
い｡大学病院における作業療法部門の位置づけ,
スタッフ数,教官の臨床への関与体制,大学と
大学病院の連携など多くの課題があるが,時代
は機能分化から再統合へと向かっている｡大学
病院における臨床 ･教育 ･研究施設としてのリ
-ビリテーションセンターの整備まで視野に入
ー102一
山根 寛,他 :教育研究における臨味の場
れた対策が必要である｡
医学教育において,処遇の問題などから臨床
教育にあたる研修医制度が一度廃止された｡し
かし,その結果として質の低下をまねき,形態
を整え直してではあるが再び研修医制度が復活
した｡人の心身の機能や生活に深く関わる専門
職として,臨床教育 ･臨床研究の検討にあたっ
ては,この事実を受けとめ,同じ轍を踏まない
よう戒めなければならない｡
本論は,2002年度に開催された第5回国立大
学理学療法士 ･作業療法士教育施設協議会にお
いて,京都大学医療技術短期大学部が担当する
こととなった,教育 ･研究のための臨床の場の
確保に向けた,各大学の臨床教育および各教官
の臨床研究の場に関する実状を調査のうち,作
業療法に関連するデータを分析し,考察を加え
たものである｡
資料 1 アンケート概略
各校に対する調査内容概略
1.大学病院もしくは医学部付属病院までの移
動手段とおよその時間
2.大学病院もしくは医学部付属病院における
学生への臨床教育の場の提供
3.大学病院もしくは医学部付属病院における
学生への臨床研究の場の提供
4.大学病院もしくは医学部付属病院における
学生の臨床教育に関する意見,提案
各教官に対する調査内容概略
1.官職名,専門領域
2.大学病院もしくは医学部付属病院における
臨床への関与
関与部門,関与時間,関与時の病院における
身分,担当授業での利用
関与していない場合の理由,今後の関与の
希望
3.大学病院もしくは医学部付属病院以外の臨
床への関与
関与施設数,関与時間
4.学生の教育 ･研究や自身の研究に関する希
望,提案
文 献
1)日本作業療法士協会 :作業療法自書1995.作業
療法 1996:15Suppl.1
2)日本作業療法士協会 :作業療法白書2000-21世
紀への序章.作業療法 2001:20Suppl.2
3)岩瀬義昭 :臨床教育の現状を分析する. 日本作
業療法士協会ニュース 2000:222,223,224,
226,227
4)杉原素子 :作業療法士養成施設の急増とその対
応.作業療法 1996;15:196-200
5)荻原喜茂 :医療技術職の需要と供給.作業療法
2000;59:928-929
6)望月秀郎 :臨床実習の現状と課題.OTジャーナ
ル 1996;30:643-646
7)山根 寛,小西紀一,赤松智子,小野 泉,
加藤寿宏,腰原菊恵,早川宏子 :作業療法にお
ける臨床教育のあり方.京都大学医療技術短期
大学部紀要 1998;18:15-23
8)山根 寛 :臨床作業療法教育一作業療法の臨床
モデルから.作業療法 2000;19:409-412
9)平賀昭信 :臨床実習を取りまく現状と新たな挑
戦.OTジャーナル 2001;35:288-291
10)金子 翼 :作業療法カリキュラムの変遷と現状.
OTジャーナル 1998;32:ll-19
ll)宮前珠子 :作業療法教育の現状と課題一教育基
準を中心に.OTジャーナル 1996;30:619-
625
12)山根 寛 :臨床実習指導者の成長過程より-
｢きそい｣の分析-.OTジャーナル 1991;25:
46-52
13)矢谷令子 :作業療法士の卒前教育の現状と改善
策の現状.総合リ- 1988;16:189-196
14)WFOT:MinimumStandardsforthe
EducationofOccupationalTheraplStS
2002.Forestfield,WesternAustralia:
TheWorldFederationofOccupational
Therapusts,2002:1-39
15)WFOT:WFOTBulletin42.Forestfield,
WesternAustralia:TheWorldFederation
orOccupationalTherapusts,2002
-103-
